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【手続補正書】
【提出日】平成21年6月1日(2009.6.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器蓋及び容器ベースを備える通気可能な容器であって、
　前記容器蓋は中央パネル及び該中央パネルを包囲する周辺の第１閉止部を含み、該第１
閉止部は第１シール面を有し、
　前記容器ベースは底、該底から伸張する周辺側壁、開放された上面、及び第２シール面
を有する第２閉止部を含み、該第２閉止部は前記第１閉止部と係合可能であり、それぞれ
のシール面がシール接触され漏れのない保存領域が形成され、
　前記第１閉止部はさらに、第１位置と第２位置との間を移動可能な第１通気ボタンを含
み、第１及び第２閉止部の係合と同時に前記第１通気ボタンが第１位置にあるときそれぞ
れのシール面がシール接触されたままであり、前記第１通気ボタンが第２位置にあるとき
所望の量の通気を与えるべく前記第１通気ボタンの付近の第２シール面に対して前記第１
シール面がある量だけ変位し、
　前記第１閉止部は略逆U字形状の断面を有するシールリップからなり、第２閉止部がそ
の内部に受容されて蓋チャネルが形成される、
ことを特徴とする通気可能な容器。
【請求項２】
　前記容器蓋は少なくとも一つのグリップタブを含み、前記第１通気ボタンは前記グリッ
プタブに近接して配置される、ことを特徴とする請求項１記載の容器。
【請求項３】
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前記容器蓋は熱成形されたプラスチックから成る、ことを特徴とする請求項１記載の容器
。
【請求項４】
　前記容器蓋は射出成形されたプラスチックから成る、ことを特徴とする請求項１記載の
容器。
【請求項５】
　容器蓋及び容器ベースを備える通気可能な容器であって、
　前記容器蓋は中央パネル及び該中央パネルを包囲する周辺の第１閉止部を含み、該第１
閉止部は第１シール面を有し、
　前記容器ベースは底、該底から伸張する周辺側壁、開放された上面、及び第２シール面
を有する第２閉止部を含み、該第２閉止部は前記第１閉止部と係合可能であり、それぞれ
のシール面がシール接触されてリークプルーフの保存領域が形成され、
　前記第１閉止部はさらに、第１位置と第２位置との間を移動可能な第１通気ボタンを含
み、第１及び第２閉止部の係合と同時に前記第１通気ボタンが第１位置にあるときそれぞ
れのシール面がシール接触されたままであり、前記第１通気ボタンが第２位置にあるとき
所望の量の通気を与えるべく前記第１通気ボタンの付近の第２シール面に対して前記第１
シール面がある量だけ変位し、
　前記第１通気ボタンは前記蓋チャネルの面と一体として形成され、隆起部を包囲する縁
部を含むめくり返し可能なドームからなり、前記隆起部は前記縁部により形成される平面
から突出しており、前記隆起部はさらに該隆起部の最外突出部を形成する頂点を含み、前
記頂点は、前記第１通気ボタンが第２位置に移動するとき、前記第２閉止部の面と接触す
るよう適応される、
ことを特徴とする通気可能な容器。
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